
学校法人ルンビニー学院 福島ルンビニー幼稚園

定員 ２２０人

クラス編成 年長 ３クラス

年中 ４クラス

年少 ２クラス

満３歳児 １クラス

福島市大森字南中道 ４７－１

℡０２４－５４５－０８１６

教育時間 〈月・火・木・金〉 ９：００～１４：００

〈水〉 ９：００～１１：００

教育時間終了前後は預かり保育実施

早朝預かり７：３０～８：２０〈月～金〉

教育時間終了後～1８：３０まで

💡長期休業日も７：３０～１８：３０まで

預かり保育を実施しています

スクールバスを
運行しています！



福島ルンビニー幼稚園はここが魅力！
～広大な敷地に夢のある広い園舎

花と緑とフルーツに囲まれた自然豊かな環境で～

福島市の南西部地区位置し、園舎の北側に市立大森小学校、東側に済生会福島総合病院、県立
明成高校、西側に大森城山公園、市役所信夫支所があります。幼稚園はこどもが出会う初めての学校です。幼児期に必要とされ
るのは、早期知的教育や英才教育ではなくしつけを柱とした心の教育であると認識し、幼児教育を展開しています。

幼児期に必要なのは心の教育

令和２年度に特色ある幼児教育・保育に選定。フルーツ保育を実践。福島市を
代表するくだものの名前や種類を知り、花から実になるまで観察を行います。生長過程では肥料やり、
消毒、雑草取りなど愛情をかけ細やかな作業があることを知ります。それでも鳥に食べられたり、野生
動物に荒らされたりします。一番大切なことは一切れのくだものを食べるまでに１年もの長い時間と農
家の人たちが丹精込めて作っていることを学びます。こどもたちは食べ物を大事にし、おいしく食べら
れることの感謝の心が芽生えます。

フルーツ保育から学ぶ

夏休みには年長さんがお泊まり会。結団式は園長先生のお寺で「えいえいおー！」結団式の後は
座禅を体験。 お寺から幼稚園までは拍子木をもって「火のようじん！マッチ一本火事の元」恒例です。夕食は
先生たちの手作りカレー。真っ暗い夜の幼稚園を探検。陽は落ち電気も消されいつもと違う雰囲気におびえる
お友だちも… でもみんなでゴールできました！楽しかったお泊まり会 お友だちとたくさんの思い出をつくり
ちょっぴり大人になったこどもたち。コロナ禍で活動が限られておりましたが、活動を再開しこどもたちの体験
の場を増やしています。

お泊まり会

田んぼが広がり自然豊かな周辺の環境。広い園庭。大型遊具や東屋、ベンチ。鳥が集まる大きな木
くだものの木、草花、２００台収容の駐車場。定員設置基準の２倍の広さで、安全にも最善を尽くしている園舎。
光と風、花と虫や鳥など見て感じて五感を刺激して思いっきり遊べる環境をつくりこどもたちの学びを広げて
います。

豊かな環境で



働きやすい職場こそがチーム力を育て こどもたちを慈しみ こどもたちの豊かな
感性を育みます！

福島ルンビニー幼稚園はここが自慢！

勤務時間内で業務を終え、休日にはゆっくり休む環
境をつくっています。

職員給与、年金、退職金制度など福利厚生にも万全
を期しています。

安心して働き続けることができる環境を大事にして
います。

質の高い教育・保育を実施するため１０クラスを
１６名の幼稚園教諭が在籍しています。

働く保護者さんのため教育時間終了後の預かり
保育を実施しています。預かり専任教諭を配置し
ているので、担任・副担任教諭は保育の振り返り
の時間をとることができ、やりがいのあるクラス
運営をしています。

預かり保育は異年齢での活動。預かり専任教諭の
スキルが向上します。小さい子は大きい子にあこが
れ、大きい子は小さい子にやさしくすることができ
るようになます。ここでもこどもの学びが広がります。



保護者の皆さんへ！

本園の保育の特徴は“しつけ”に重きを置いています。“しつけ”とは基本的
な生活習慣や社会性を身につけることだと思っています。「大人に従わせる
こと」ではありません。「無理強い」があってもいけません。

こどもたちへ！

「園長先生 おはようございます！」みんなの元気な声が響いているね！

今日は園庭で思いっきり走ろう！サンガーデンで虫や花の観察しようね！

城山は桜の花が満開だね！田んぼにおたまじゃくしがいるよ！大森探検おもしろいね！

幼稚園は楽しいがいっぱい 大好きなお友だちや優しい先生と一緒に遊ぼう！

幼児期に集団生活の中でお友だちに刺激されながら、基本的な生活や社会
性を身につけられれば、その習慣は将来にわたって離れず、無意識に健康的
な生活や社会性のある行動ができ「生きやすさ」につながると思っています。

幼稚園は小さな社会。集団生活の中ではお友だちの姿に刺激を受けたり、
自分もできるようになりたいと願ったりしながらいろんなことを学びます。

発達や個性が様々な集団生活では「きまりを守って」が難しい反面もありま
すが、こどもたちの「できた！」が増えるよういろいろな体験を通して学びを
広げていきたいと思っています。


